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本稿は、2018 年度専修大学人文科学研究所総合研究調査、および JSPS 科研費（課題番号 17KK0021; 
17KT0031）による研究成果の一部である。現在、キジ科 Phasianidae には、キジ亜科 Phasianiae など複
数の亜科があり、さらにキジ亜科 Phasianiae はキジ属 Phasianus、ヤマドリ属 Syrmaticus などの属に分
類される。日本語もしくは英語でキジと名付けられる各種の鳥は、分類学上はこれらの異なる属に分類さ
れる。このような一般名詞としての英語の phesants の訳語には、「キジ類」をあてた。  
1 国際自然保護連合（ICUN）のレッドリストによると、2016 年 10 月の時点で、生息個体数は減少傾向
にあり、6000〜15000 と推定され、準絶滅危惧（Nearly Threatened）に位置づけられている。Bird Life 
International 2016. ‘Syrmaticus mikado. The IUCN Red List of Threatened Species 2016: 
e.T22679336A92811293’. <http://dx.doi.org/10.2305/IUCN.UK.2016-3.RLTS.T22679336A92811293.en.> 
2019 年 5 月 22 日最終確認。 
2 管見の限り、この点について最も体系的に調査したのは、張譽騰による台湾の博物館標本の歴史をテー
マとする未刊行博士論文である。ただし、ミカドキジの命名の由来や、その後のイギリスや日本の繁殖
の試みについては、同論文のテーマとは異なるため議論されていない。Francis Yui-Tan Chang, ‘The 
Development of Biological Collections: Taiwan – An Analysis and Evaluation’ (Unpub Ph.D. 
Dissertation, University of Leicester, 1992). 
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では、1826 年にロンドン動物学会（Zoological Society of London）、1857 年にイギリス鳥類学
者連合（British Ornithologists’ Union）が設立され、それぞれ『ロンドン動物学会紀要』
（Proceedings of the Zoological Society of London）と『アイビス』（Ibis）を発行している。
その後、イギリス鳥類学者連合を母体とし、会員間の定期的な交流を促進する目的でイギリス
鳥類学者倶楽部（British Ornithologists’ Club）が 1892 年に結成され、『イギリス鳥類学者倶






 日本では日本動物学会の前身である東京生物学会が 1878 年に発足し、『動物学雑誌』の他に
欧文誌も発行した。1912 年、日本鳥学会が設立され、『鳥』（現、『日本鳥学会誌』）が刊行され
た。1906 年から 1930 年代にかけて、ミカドキジに関する論文や記事が、これらの刊行物に定
期的に登場した。それを辿ることにより、ミカドキジ発見の経緯、採集ルートの確立、繁殖実
績と保全に向けた動きなどが、具体的に明らかになるだろう。 









台湾で新種のキジが発見され、そのキジがミカドキジ Calophasis Mikado Ogilvie-Grant と




                                                          
3 Bulletin of the British Ornithologists’ Club, 16 (1905/06) pp. 122–123. 






























                                                          
4 鳥居龍蔵写真資料研究会・東京大学総合研究博物館「鳥居龍蔵とその世界」http://torii.akazawa-
project.jp/cms/index.html 該当するツォウ族男性の写真は、「鳥居龍蔵とその世界」<http://torii. 
akazawa-project.jp/cms/photo_archive/photo_index.html#tayal>に掲載（No. 7861）。2019 年 5 月 18
日最終確認。 
― 30 ― 
カキクイタダキ Regulus goodfellowi Ogilvie-Grant, 1906 を命名していた5。ほかにも、この
時期には種小名を goodfellowi とする新種が次々と記載されていたため、上記の伝聞に因んで

















巻き込まれる危険があったこと（実際に 1907 年 11 月には、漢族による抗日運動のひとつ、北
埔事件が起きた）、そのため通訳 2 名（日本人 1 名と原住民 1 名）の他に日本人警察官 12 名
が、多数の原住民とともに同行したこと、そして当局の許可を得て山岳地帯に入るためには、
オグルヴィ＝グラントが手配した紹介状が不可欠だったことが記されている。 






                                                          
5 Bulletin of the British Ornithologists’ Club, 16 (1905/06) p. 17. 
6 W. R. Ggilvie-Grant and J. D. D. LaTouche, ‘On the Birds of the Island of Formosa’, Ibis, 9th ser. vol. 
1 (1907) pp. 151–198, 254–279. 





 林圯埔（現、竹山）からの移動は徒歩となった。2 日目は、20 マイル離れた漢人の集落に向
かい、3 日目にはさらに 18 マイル移動して、標高 2500 フィート地点にある蕃族の集落に到着
した。そして 4 日目に東埔の集落へ、5 日目に楽楽山にある最も標高の高い集落へと移動した。
4 日目と 5 日目の移動は、距離は短いものの非常に困難だったと記している。なお、グッドフェ
ローの記載にはないが、東埔および楽楽山に集落を築いていたのはブンナン族であり、グッド
フェローに同行したと思わるツォウ族とは異なる。グッドフェローは 6 日目に、楽楽山より玉
山の標高 9000 フィート地点まで登り、そこに 10 日から 12 日間野営した。しかし、たいした
成果をあげることができず、雪が降り出しため、原住民に懇願されて 6000 フィートの地点ま
















                                                          
7 『台湾鉄道史』中巻（台湾総督府鉄道部、1911 年）122 ページ。 
8 Karl Jordan, ‘Rothschild, Lionel Walter, second Baron Rothschild (1868–1937), zoologist’, Oxford 
Dictionary of National Biography, 23 September 2004. Oxford University Press. <https://0-www-
oxforddnb-com.catalogue.wellcomelibrary.org/view/10.1093/ref:odnb/9780198614128.001.0001/odnb-
9780198614128-e-35843> 2019 年 5 月 19 日最終確認。 















がつけられている。次に高額なのは、カンムリワシ Spiloruis cheela Lath.（アジアに広範に生
息する。台湾や琉球諸島に生息するものは現在では亜種に位置づけられている）で、25 シリン
グである。キジ科ではタイワンキジ Phasianus colchicus formosanus Elliot（目録には











                                                          
9 Miriam Rothschild, Walter Rothschild, The Man, the Museum and the Menagerie (London, 2008) pp. 
154–184. 
10 川田伸一郎「アラン・オーストン基礎資料」『山階鳥学誌』47（2016 年）59–93 ページ。 
11 Alan Owston, List of Birds of Formosa (Yokohama, 1910). 
12 川田「アラン・オーストン基礎資料」77 ページ。 









て菊池は、11 月に阿里山の塔山でミカドキジの捕獲に成功したほか、合計 20 羽以上を収集し
た。それらはすべて横浜のオーストンに送られ、さらに海外のコレクターのもとに渡ったとい
う15。ロスチャイルドがオーストンから雄 7 羽（成鳥 1 羽、成鳥に近い幼鳥 3 羽）、雌 4 羽の計
11羽を入手したことはわかっているが、他に誰がミカドキジを入手したのかは判明していない16。 
それでは次に、新たに入手された 11 羽に基づくロスチャイルドの報告内容をまとめておこ








1  Phasianus colchicus （コウライキジ）亜種多数 
2  Phasianus reevesi （オナガキジ） 
3  Phasianus ellioti （カラヤマドリ） 
4  Phasianus humie （ビルマカラヤマドリ）および 2 亜種 
5  Phasianus soemmeringi （ヤマドリ）および 3 亜種 
6  Phasianus mikado （ミカドキジ） 
 
                                                          
13 永澤六郎「故アラン・オーストン君」『動物学雑誌』28（1916 年）3–5 ページ。 
14 川田「アラン・オーストン基礎資料」78–85 ページ。 
15 黒田長礼『台湾島の鳥界』（日本鳥学会叢書第 6 編、1916 年）32 ページ。. 
16 Bulletin of the British Ornithologists’ Club, 21 (1907/08) p. 23. 
17 Bulletin of the British Ornithologists’ Club, 21 (1907/08) p. 24. 







Rhacophorus moltrechti Boulenger, 1908 など、その名を冠した昆虫がある18。モルトレヒト






















                                                          
18 モルトレヒトについては、本号所収の櫻井文子「蝶王国台湾の創造」を参照のこと。 
19 W. R. Ogilvie-Grant, ‘Additional Notes on the Birds of Formosa’, Ibis, 9th ser. vol. 2 (1908) pp. 600–
608. 
20 黒田長礼『台湾島の鳥』（日本鳥学会叢書第 6 編、1916 年）32 ページ。 
 
 
図 1 ミカドキジの番 
出典：Ibis, 9th ser. vol. 2 (1908), plate 13.




























                                                          
21 台湾の森林開発については、米家泰作、竹本太郎「帝国日本の近代林学と森林植物帯─19 世紀末台湾の
調査登山と植生「荒廃」」『アリーナ』21（2018 年）138–152 ページ; 竹本太郎「統治初期台湾における
玉山の登頂と阿里山森林の発見」第 129 回日本森林学会大会、2018 年（日本森林学会大会発表データ
ベース）。 
22 阿里山林業鐵路及文化資產管理處「歷史介紹」<https://afrch.forest.gov.tw/0000052> 2019 年 5 月 19
日最終確認。 
23 W. R. Ogilvie-Grant, ‘Further Notes on the Birds of Formosa’, Ibis, 9th ser. vol. 6 (1912) pp. 643–657. 












グッドフェローが 1906 年に玉山に向かう途中で滞在した林圯埔では、1912 年 3 月に派出所勤









6 月 3 日、ロンドン動物学会の鳥類部門キュレーターのデイヴィド・セス＝スミスは、ジョン
ストン夫妻から預けられたミカドキジの卵が無事孵化したことを動物学会例会において発表し
た26。経緯は判明していないが、ミカドキジはジョンストン夫人が所有し、一部の卵を動物学
会に預けたようである（『ロンドン動物学会紀要』には、3 月 25 日到着と記載されている）27。
なお、セス＝スミスは、ミカドキジの卵は他のキジの卵よりも大きかったこと、抱卵期間は多
数のキジが 24 日であるのに対し 28 日だったこと、そして孵化後の雛も他のキジ類と比較して
大きめであり、羽毛もしっかり生えていることを報告した。同年 9 月には、「ジョンストン夫
                                                          
24 『台湾日日新報』1912 年 3 月 27 日。 
25 呉秘察監修（横澤泰夫訳）『台湾史小辞典』（中国書店、2007 年）168 ページ；王泰升（鈴木敬夫訳）「植
民地下台湾の弾圧と抵抗—日本植民地統治と台湾人の政治的抵抗文化」『札幌学院法学』21（2004 年）
223–278 ページ。 
26 Proceedings of the Zoological Society of London (1913) p. 818. 
27 Proceedings of the Zoological Society of London (1913) p. 242. 





















であるアポインコ Trichoglossus johnstoniae Hartert, 1903 が含まれる32。種小名が示すとお
り、ロスチャイルド博物館の鳥類学部門キュレーターのハータートが、ジョンストン夫人に捧
げた学名である。また、ジョンストンに関する記事は、上記の鳥類飼育繁殖協会が発行する『鳥
                                                          
28 Proceedings of the Zoological Society of London (1913) p. 1094. 
29 Proceedings of the Zoological Society of London (1913) p. 1099. 
30 エルウェスについては、A. L. Troelstra, A Bibliography of Natural History Narratives (Zsist, 2016) 
p. 146. グッドフェローと阿里山で合流したことについては、Ogilvie-Grant, ‘Further Notes on the 
Birds of Formosa’ p. 656. 
31 『鳥類飼育繁殖雑誌』1935 年 12 月号掲載のグッドフェローの記事「メルヴィル島における採集」が、
「ジョンストン夫人がルーフム・ホールでかつて飼育していたキビタイヒスイインコの番」に言及して
いること、およびこの「ルーフム・ホール」の所有者が一時期、エドウィン・ジェイムズ・ジョンスト
ンだったことから。Walter Goodfellow, ‘A Collection on Melville Island’, Avicultural Magazine, 4th 
ser. vol. 13 (1935) p. 321; Nick Kingsley, ‘Landed Families of Britain and Ireland: (58) Agnew of 
Rougham Hall and Great Stanhope St., London, baronets’. <http://landedfamilies.blogspot.com/ 
2013/07/58-agnew-of-rougham-hall-and-great.html> 2019 年 5 月 19 日最終確認。 
32 The Avicultural Society, ‘First Breeding Register of Birds in the UK under Captive Conditions’. 
<http://www.avisoc.co.uk/wp-content/uploads/2012/01/UK-First-Breeding-Register.pdf> 2019 年 5 月
19 日最終確認。 

















                                                          
33 Mrs. Johnston, ‘The Mikado Pheasant’, Avicultural Magazine, 3th ser. vol. 3 (1915) pp. 265–266. 
34 Annual Report of the New York Zoological Society (1914) p. 80. 
 
図 2 ミカドキジの番 
出典：Avicultural Magazine, 3th ser. vol.3 (1915) page facing p. 265. 
 





ニューヨーク動物学会の支援により、1909 年から 17 ヶ月間かけてキジ類の地理的分布に関す
る探検調査を行った35。帰国後は各地で収集した標本と、ロンドン、ベルリン、トリングなどの
博物館に所蔵された標本とを分析し、キジ類のモノグラフ（特定の分類に属する生物に関する






Syrmaticus reevesi Gray 
Syrmaticus ellioti Swinh 
Syrmaticus humiae Hume 
Syrmaticus burmanicus Gates 
Syrmaticus mikado Grant  
Srymaticus soemmerringii soemmerringii Temm 
Syrmaticus soemmerringii scintillans Gould 




はなく Syrimaticus を用いた。タイプ属のカラヤマドリも、従来の Calophasis reevesi ではな
く Syrmaticus reevesi と表記された36。この表記は、次節で扱う『キジ類総説』にも引き継が
れた。 
                                                          
35 Keir B. Sterling, ‘Beebe, William (29 July 1877–04 June 1962)’, American National Biography, 
February 2000. Oxford University Press. <https://doi.org/10.1093/anb/9780198606697.article.1300112> 
2019 年 1 月 19 日最終確認。 
36 William Beebe, ‘Preliminary Pheasant Studies’, Zoologica: Scientific Contributions of the New York 
Zoological Society, 1 (1914) pp. 262, 283–284; R. Bowdler Sharpe, A Hand-list of the Genera and 
Species of Birds, vol. 1 (London, 1899) pp. 37–38. なお、シャープは自然史博物館におけるオグルヴィ
＝グラントの前任者である。1909 年、病によるシャープの辞任により、オグルヴィ＝グラントが鳥類
部門キュレーターに登用された。 
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3．日本人鳥類学者の参入と保全繁殖への移行 
 
1916 年 4 月、台湾総督府は日本の台湾統治 20 年を記念して台湾勧業共進会を開催した37。
東京帝国大学理科大学動物学教室で学ぶ黒田長礼は、この機会に台湾島の鳥類を調査してミカ















剥製）の他、台湾総督府国語学校に雌が 1 点（簡易剥製、1912 年 3 月採集）と個人所有のもの




「捕獲方」に採集を依頼した。「捕獲方」は子供 9 名と巡査補 1 名を含む原住民たちとともに
阿里山において 1 週間採集を行い、雄 1 羽、雌 3 羽の捕獲に成功した。この報告を受けた黒田
は、阿里山森林鉄道で「第三スイッチ」まで登り、記念写真を撮った。ミカドキジを抱える黒
                                                          
37 林品章『日本統治時期の大型行事にみる視覚伝達デザイン—台湾視覚伝還デザイン史研究（5）』『デザイ
ン学研究』48（2001）93–102 ページ。 
38 黒田『台湾島の鳥界』。また黒田の略歴については、下稲葉さやか、安田雅俊「日本哺乳動物学会と 2 人
の哺乳類学者、黒田長禮と岸田久吉」『哺乳類科学』58（2018）161–174 ページ。 
39 野林厚志「植民地国家から国民国家へ継承された博物館」久留島浩、趙景達編『国民国家の比較史』（有
志舎、2010 年）282–292 ページ。 
40 黒田『台湾島の鳥界』31–34 ページ。 












ず、1918 年には台湾総督府がミカドキジを天覧に供すため菊池米太郎を派遣し、同年 9 月に
                                                          
41 阿里山林業鐵路及文化資產管理處「沿線各站周邊旅遊及轉乘資訊」<https://afrch.forest.gov.tw/ 
0000051> 2019 年 5 月 19 日最終確認。 
42 記事には「石橋南投庁長」と記載。姓名および職名は以下で確認。王鉄軍「近代日本文官官僚制度の中
の台湾総督府官僚」『中京法学』45（2010 年）152 ページ。 




図 3 ミカドキジ採集の記念写真 
出典：黒田長礼『台湾島の鳥界』（日本鳥学会叢書第 6 編、1916 年）33 ページ。 
 









カドキジ Calophasis mikado の生きたものなどは内地では一寸見られない」との感想を残して
いる47。 
このように数は限られながらも、少しずつ生きたミカドキジが台湾内外に送られたのは、採
集人の菊池米太郎によるところが大きい。その菊池が 1921 年 11 月に死去すると、『鳥』に寄
せられた追悼文では、「氏は天才的な鳥類採集家で特に台湾の鳥類の研究には大部分氏の手に 
                                                          
44 『鳥』2-7（1918 年）137–138 ページ。 
45 國立臺灣博物館編『發現臺灣—重訪臺灣博物學與博物學家的年代』24 ページ。 
46 『鳥』2-8（1919 年）224 ページ。 
47 江崎悌三「台湾採集旅行記」『動物学雑誌』34（1922 年）29–30 ページ。 
 
図 4 菊池米太郎とミカドキジ 
出典：『鳥』2-7（1918 年）138 ページ。 
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図 5 日本鳥学会 10 周年記念「鳥の展覧会陳列標本」 
出典：『鳥』3-14（1923 年）plate VI. 
 
 











日本鳥学会は 1922 年 5 月の総会において、「鳥の会」との合同により設立 10 年を記念した

















                                                          
48 『鳥』3-12/13（1922 年）161 ページ。 
49 國立臺灣博物館編『發現臺灣—重訪臺灣博物學與博物學家的年代』24 ページ。 
50 『鳥』3-12/13（1922 年）162 ページ。 
51 『鳥』3-14（1923 年）251–253 ページ。 
52 鷹司信輔、黒田長礼「ミカドキジに一新属の提唱」『鳥』3-12/13（1922 年）37 ページ。 
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る「日本」とは地理的空間としての日本列島のことではなく、朝鮮半島や台湾島を含む国土と
しての日本のことである53。当然、目録には台湾島固有のミカドキジが掲載された。キジ科の
執筆担当は黒田である。黒田はキジ科を 3 つの属に分け、まずキジ属を従来どおり Phasianus
とし、地理的分布によってコウライキジ、タイワンキジ、キジなどの 6 亜種をあげている。そ
の半分は黒田が命名者である。 
次のヤマドリ属の属名には、オグルヴィ＝グラントが用いた  Calophasis ではなく
Graphophasianus を用いた。ここには飯島魁を冠したコシジロヤマドリ Graphophasianus 














とラテン語表記は、それぞれ true pheasants / Phasianus、および long-tailed pheasants / 
Syrmaticus と表記された。前者については、コウライキジの 24 の亜種とキジ（ニホンキジ）
1 種の地理的分布と特徴が示され、後者についてはミカドキジも含め 5 種があげられた。日本





                                                          
53 日本鳥学会編『日本鳥類目録』（日本鳥学会、1922 年）。 
54 『鳥』4-19（1925 年）331–333 ページ。 
55 日本鳥学会編『日本鳥類目録』（日本鳥学会、1922 年）47–49 ページ。 
56 William Beebe, A Monograph of the Pheasants, vol. 3 (New York, 1922) pp. 69–204. 





して第一次世界大戦後が終結すると、1920 年代から 30 年代にかけて、フランス領インドシナ
における鳥類の調査を繰り返した。その過程で、日本にも立ち寄ったのである。1926 年来日の
際には黒田邸に招かれ、剥製標本のほか黒田が飼育した数々の鳥類を披露されたと記録してい
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鳥類学において、鳥種の名は識別のための記号であり、名の由来そのものは鳥類学にとって
重要な知識とはならないだろう。あるいは、どのような名がつけられたかによって、その鳥に
関する研究の学術的価値が左右されることも、あってはならないことかもしれない。しかし、
ミカドキジは、それが台湾固有の希少種であることに加えて、キジ科の分類を刷新する可能性
がある点で、日本の鳥類学を立ち上げていこうとする鳥類学者にとって、特別な意味と価値を
もつ鳥種だった。ミカドキジの採集、繁殖、保全に費やされた資源と情熱は、ミカドキジの名
の象徴性を抜きにして語ることはできないだろう。 
ただし、そうした鳥類収集家、採集人、あるいは鳥類学者や飼育繁殖家の感情の次元を考察
するためには、学術誌等の刊行物の分析だけでは限界がある。今回の調査の過程で、ミカドキ
ジに関わった人物の書簡史料がロンドン自然史博物館にあることが判明した。その分析からは、
ミカドキジという鳥に異なる立場や利害関心から関わった人々の間の、学術的、経済的、感情
的関係性が浮かび上がってくると期待される。さらには、刊行史料には未記載のミカドキジの
入手経路や繁殖実績がわかるかもしれない。これらの点を明らかにすることで、発見と命名か
ら保全繁殖に至るまでのミカドキジの歴史を構想することが、著者にとっての今後の研究課題
である。 
